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弥
生
の
人
び
と
に
思
い
を
馳
せ
て

青
谷
か
み
じ
ち
史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン

青谷上寺朗：青谷上寺地遺跡
から出土した人骨をもとに復
顔した青谷弥生人

弥
っ
ほ
ー
！ 
青
谷
上
寺
朗
だ
よ
。

３
月
24
日
、
い
よ
い
よ
「
青
谷
か
み
じ
ち
史
跡
公
園
」
が

オ
ー
プ
ン
す
る
そ
う
な
。
あ
ー
土
器
土
器
す
る
！

僕
が
住
ん
で
た
こ
ろ
の
風
景
が
再
現
さ
れ
て
い
て
、

な
ん
だ
か
懐
か
し
い
眺
め
だ
な
〜
。

当
時
の
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
展
示
室
と

〝
弥
生
の
美
術
館
〞
重
要
文
化
財
展
示
室
も
あ
わ
せ
て

堪
能
す
れ
ば
、
あ
な
た
も
き
っ
と
弥
生
の
虜
ま
ち
が
い
な
し
。

ぜ
ひ
一
度
、
い
や
何
度
で
も
、
青
谷
で
あ
お
ー
や
！

あ
お  

や  

か
み  

じ  

ろ
う
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現
在
の
鳥
取
市
青
谷
町
中
心
部
に
あ

た
る
場
所
に
は
、か
つ
て
内
海
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。今
か
ら
約
2
0
0
0
年

前
の
弥
生
時
代
、そ
の
ほ
と
り
で
集
落
が

栄
え
、海
上
交
易
や
漁
労
、農
耕
、も
の

づ
く
り
と
いっ
た
幅
広
い
生
業
が
営
ま
れ

て
い
ま
し
た
。そ
う
し
た
繁
栄
の
痕
跡
が

次
々
と
姿
を
現
し
、当
時
の
暮
ら
し
を

今
に
伝
え
る
の
が
、青
谷
上
寺
地
遺
跡

で
す
。保
存
状
態
の
良
い
出
土
品
が
多

く
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら〝
地
下
の
弥
生

博
物
館
〞と
も
称
さ
れ
、平
成
20
年
に
国

史
跡
に
指
定
。国
内
で
最
も
古
い
人
の

脳
が
出
土
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
う
し
た
貴
重
な
出
土
品
な
ど
を
通

じ
て
、弥
生
時
代
の
魅
力
を〝
見
て
、触

れ
て
、感
じ
る
〞弥
生
体
感
施
設「
青
谷

か
み
じ
ち
史
跡
公
園
」。ま
ず
訪
れ
た
い

の
が
、公
園
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
あ
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
展
示
室
で
す
。足
を
踏
み
入
れ

る
と
、大
き
な
交
易
船
が
お
出
迎
え
。県

産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
明
る
く
開

放
的
な
空
間
で
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
弥
生
時
代
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
す

る
ほ
か
、体
験
学
習
の
ス
ペ
ー
ス
も
充

実
。青
谷
上
寺
朗
も
こ
こ
で
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
向
か
い
の
重
要
文
化
財
展
示
室
は
、

一
転
し
て
シ
ッ
ク
で
落
ち
着
い
た
空
間
。

出
土
品
の
歴
史
的
、文
化
的
な
価
値
の

み
な
ら
ず
工
芸
品
と
し
て
の
美
し
さ
に

も
着
目
し
た
展
示
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

弥
生
の
匠
が
残
し
た
逸
品
の
数
々
を

じ
っ
く
り
鑑
賞
で
き
ま
す
。

地
下
の
弥
生
博
物
館

弥
生
人
の
暮
ら
し
を
体
感

（上右）重要文化財展示室。年数回の展
示替えを予定、いつ来館しても楽しめ
る　（上左）代表的な重要文化財指定
出土品。農工具や漁労具、武器・武具、
祭祀用具など多岐にわたる　（下右・下
中）高床倉庫や湿地を再現。ヨシやメダ
カなど在来の動植物が息づく　（下左）
公園上空から日本海側を望む。当時は
家並みが写っているあたりまで内海が
広がっていたと考えられている

SATOH PHOTO 佐藤和成

　
建
物
横
の
眺
望
デ
ッ
キ
に
立
つ
と
、目

の
前
に
広
が
る
の
は
弥
生
時
代
さ
な
が

ら
の
景
観
。園
内
に
は
湿
地
や
田
畑
、高

床
倉
庫
な
ど
を
再
現
し
て
お
り
、植
生

も
当
時
の
状
況
を
推
定
し
ト
チ
ノ
キ・ハ

ン
ノ
キ・ス
ギ
な
ど
を
配
置
。ヨ
シ
な
ど
の

湿
生
植
物
も
繁
茂
し
、周
り
を
見
渡
せ

ば
、弥
生
人
が
眺
め
た
で
あ
ろ
う
景
色

を
追
体
験
で
き
ま
す
。

　
「
発
掘
調
査
は
継
続
中
で
、出
土
品
の

整
理
や
研
究
は
道
半
ば
。重
要
文
化
財

級
の
遺
物
の
発
見
も
ま
だ
ま
だ
期
待
で

き
ま
す
」。そ
う
話
す
の
は
、青
谷
か
み

じ
ち
史
跡
公
園
準
備
室
の
北
浩
明
文
化

財
主
事
。新
た
な
出
土
品
も
、い
ず
れ
重

要
文
化
財
展
示
室
で
お
目
見
え
す
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、今
回
オ
ー
プ
ン
す
る
エ
リ
ア
は

史
跡
全
体
の
南
側
部
分
。北
側
に
は
集

落
の
中
心
域
が
あ
り
、引
き
続
き
整
備

を
進
め
る
計
画
で
す
。令
和
11
年
度
頃

に
全
域
を
公
開
予
定
、今
後
も
進
化
を

続
け
る「
と
っ
と
り
弥
生
の
王
国
」か
ら

目
が
離
せ
な
い
！
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「連続渦文、典型的なスタンプ文の
ひとつです」と話す北文化財主事

出土した土器は、洗浄、乾燥ののちパズルのように復元を試みる。完全な
状態に組み上がることは極めて稀で、作業には途方もない根気を要する

弥生時代に食べられていた
と見られる猪肉やクルミを
使用
（コーヒー＆カレー 五島／
鳥取市青谷町青谷4298-1）

土器の文様がデザインされたもなか
（アルファーアキタ／鳥取市青谷町青谷4055-2）

弥生グルメも楽しんで

店舗情報など詳しくはこちら。
※未掲載の店舗もあります。

複
雑
な
文
様
が
刻
ま
れ
た
木
製
品
。

用
途
な
ど
の
推
定
は
ま
だ
こ
れ
か
ら

F 青
谷
か
み
じ
ち
史
跡
公
園
準
備
室
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問

青谷町内には、弥生推しのグルメを
提供するお店もたくさんあるんです！
公園を散策してお腹が減ったら、弥生
グルメもぜひ楽しんで。飲食店や土産
店など現在９店舗が参加、今後も増
加予定とのこと。

とっとりジビエの
キーマカレー

青谷 弥生の里

ちょっと寄
り道♪
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が
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落
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進
化
す
る
弥
生
の
王
国
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Top
ics

　
倉
吉
市
の
中
心
地
か
ら
新
た
な

芸
術
の
風
が
吹
き
始
め
ま
す
。倉

吉
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
東
側
に
、県
立

美
術
館
が
令
和
７
年
３
月
30
日

オ
ー
プ
ン
。開
館
１
年
前
の
今
月
に

は
竣
工
を
迎
え
ま
す
。

　
大
屋
根
の
下
に
は
屋
外
活
動
も

で
き
る『
え
ん
が
わ
』や
創
作
テ
ラ

ス
な
ど
を
配
置
。館
内
に
は
木
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
居
心
地
の

良
い『
ひ
ろ
ま
』を
中
心
に
、『
展
望

テ
ラ
ス
』な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に

出
合
え
る
空
間
が
広
が
る
点
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　
50
年
に
わ
た
る
県
立
博
物
館
美

術
部
門
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
活
動
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、「
未
来
を〝
つ
く

る
〞美
術
館
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、県

民
だ
れ
も
に
開
か
れ
た
美
術
館
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

5

美術館整備課
☎0858-47-3011　   0858-47-3022

問
F

県政トピックス

県立美術館館長予定者

尾﨑 信一郎 美術振興監
 お さき   しんいちろう

　「特別なときに訪れる」美術館では
なく、日頃からふらっと立ち寄れる親
しみのある美術館でありたいです。
　収蔵作品は鳥取県ゆかりのものを
中心に、国内外の優れた美術作品な
ど、さらに幅を広げて収集する方針
で進めています。対比することで鳥取
県ゆかりの作家や作品の、魅力や味
わいがより分かっていただけるので
はないかと思っています。
　展示室以外は無料で入れるフリー
ゾーンが多く、家庭でも職場・学校で
もない「サードプレイス」として敷居
をぐっと低くしています。
　今年の秋頃からは県立博物館の
担当学芸員も作品とともに美術館へ
移る計画。職員一同「いよいよだな」
と士気を高めています。

鳥取県立美術館開館まであと１年 　

美術館整備局

イベント等最新情報は
こちらをチェック▶▶▶

大屋根から伸びる木格子天井。来館者を温か
くお出迎え

「展望テラス」。大御堂廃寺跡も一望できる

「ひろま」は吹き抜け
となっており広い空
間を演出

企画展示室展望テラス

常設
展示室
5 常設
展示室
4

常設
展示室
1

常設
展示室
2

テラス

西回廊

創作テラス

キッズスペース

えんがわ
カフェテリア
ショップ

ワークショップ
ルーム

ホール

エントランス
県民ギャラリー

大御堂廃寺跡
東回廊
車寄せ エントリー

プラザ

ひろま

常設
展示室
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県政トピックス
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考えよう！生物多様性の保全  ～自然共生サイト～
　

現
在
、地
球
規
模
で
生
物
の
生

息
地
の
破
壊
、気
候
変
動
、大
気
汚

染
な
ど
に
よ
り
、「
生
物
多
様
性
」

の
損
失
が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
進
行
す
れ
ば
、生
態
系
の

崩
壊
を
招
き
、人
間
の
生
活
に
も

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
一
昨
年
の
12
月
に
カ
ナ
ダ・モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た「
生
物

多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国
会

議
」は
、30
ｂｙ
30（
サ
ー
テ
ィ・バ

イ・サ
ー
テ
ィ
）と
い
う
新
た
な
世

界
目
標
を
提
唱
。２
０
３
０
年
ま

で
に
生
物
多
様
性
の
損
失
を
食
い

止
め
、陸
と
海
の
30
％
以
上
を
健

全
な
生
態
系
と
し
て
効
果
的
に
保

全
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
流
れ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が〝
自
然
共
生
サ
イ

ト
〞。30
ｂｙ
30
の
目
標
達
成
を
目

指
し
、地
域
住
民
組
織
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、生
物
多
様
性
の

保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
の
こ

と
で
、環
境
省
が
令
和
５
年
度
か

ら
認
定
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
昨
年
10
月
に「
南
部

町
里
地
里
山
ビ
オ
ト
ー
プ
」と「
鳥

取
県
八
頭
船
岡
環
境
保
全
エ
リ

ア
」の
２
件
が
初
認
定（
中
国
地
方

自然共生課
☎0857-26-7978  　  0857-26-7561　  

問

で
は
こ
れ
ら
を
含
め
て
３
件
）。自

然
共
生
の
推
進
に
向
け
た
機
運
が

高
ま
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、自
然
共
生
サ
イ
ト
の
認

定
を
目
指
す
団
体
や
、既
に
認
定

を
受
け
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

を
対
象
に
、申
請
に
必
要
な
準
備

に
か
か
る
費
用
や
地
域
で
の
勉
強

会
開
催
の
た
め
の
経
費
の
半
分
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、団
体
への
支

援
に
関
心
の
あ
る
企
業
と
の
マッ
チ

ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
を
守
り
伝
え
る
た

め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。今
こ

そ
、考
え
る
時
に
来
て
い
ま
す
。

自然共生サイトの認定申請を目指すまたは認定
を受けた団体等が行う活動に要する経費を支援
しています。　　　　　　　
             

「南部町里地里山ビオトープ※」が認定

 

  野口 浩二さん
  の ぐち  こう じ

　2016年に南部町にUターンしてきました。しばら
く町内で活動する中で「人」だけではなく、ここに住
む「生き物」たちも含めてこの町が好きなんだと感
じるようになりました。
　自然共生サイトは2年前に「環境白書」を通じて
知りました。謳われている民間による生物多様性保
護は、きっと国際的な大きな流れとなるはずであ
り、サイト認定は意義があります。
　保全活動を考える上では、一次的には住民が身
近な自然を守るということも重要ですが、それが経
済資産となり付加価値がついて、例えばお土産品
などの収益につながったりという方向性も重視し
ています。
　認定を受けるだけではなく、こうしたインセン
ティブ（動機付け）が結びついてこそ保全活動を継
続できるものだと思っていますので、認定サイト間
で連携していきたいです。

自然共生サイト保全活動推進補助金

一般社団法人
里山生物多様性プロジェクト

※ビオトープ   ドイツ語で生物生息空間の意。

詳しくはこちら→

認定共生サイトの一部。
野口さんの実施する体
験会は毎回盛況
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読者の声

※当選者の発表は発送をもって代えさ
せていただきます。はがきなどに書
かれた個人情報、感想・意見は、プレ
ゼントの発送と「県政だより」記事作
成の参考として使用し、これらの目
的以外には使用しません。

●はがき　〒680-8570  鳥取県広報課「県産品プレゼント」
●電子メール　dayorip@pref.tottori.lg.jp
●県ウェブページ応募フォーム
　https://www.pref.tottori.lg.jp/dayorip/

２０２２年の１２月にカナダで開催された「生物多様性条約第
１５回締約国会議」で提唱された生態系保全の新たな世界目
標「　　 bｙ 30」。空欄に入るのは次のうちどれでしょう。

■応募締め切り　3月19日（火）必着

クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、電話番
号、年齢と「県政だより」を読んだ感想・意見
をお書きの上、次のいずれかの方法でご応
募ください。

【応募方法】

◎２月号のクイズの答えは「①バカロレア」でした。

❶50　　 ❷30　　 ❸10

１月号には270人からご意見を
いただきました。ありがとうご
ざいます。
これからもご意見、ご感想をお
待ちしています。

手話を覚えてみよう

（1月号の意見・感想から）

監修／公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会
☎0859-30-3720        0859-30-3131F

３月１５日全国公開の映画『デューン 砂の惑
星ＰＡＲＴ２』の舞台となる惑星「アラキス」
（通称デューン）とスナバ国（鳥取県）のコラ
ボ企画実施中！友好関係の証として映画
グッズ（キーチェーン）を５名様にプレゼ
ント。

……

Sign language &
 Present

鳥取県で品種改良されたオリジナルブラン
ドいちご「とっておき」。すっきりとした上品
な甘味とほどよい酸味、濃厚な味わいが特
長です。鳥取県だけで栽培されている正に
“とっておき”のいちご、ぜひ味わってみてく
ださい♪

生産者や買える場所・食べられる
お店など、詳しい情報をHPで紹
介しています。

「いちご／とっておき」
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● 地元の英雄、川口さんが鳥取のため
に特別アドバイザーとして巡回指導
されている記事に感動しました。ぜひ
これからも各校を育成、激励いただ
きたいです。（50代）

● 子どもの頃にテレビで見ていた川口選
手が高校球児を指導してくださってい
るとは。指導を受けている球児が羨ま
しい！（40代）

● 入浴時の事故の話を聞くたび気を付
けないとと思うのですが、普段は忘れ
がちです。６箇条をいつも心掛けたい
と思います。（70代）

@tottori_kouhou @tottori.pref.kouhou@tottoripref@tottori.pref_line

県人口／536,066人
　　　    〔男 256,644人、女 279,422人〕
世帯数／221,790世帯　
　　　     （2024年1月1日現在推計）

ＤＡＴＡ

FacebookX （旧Twitter）InstagramLINE

映画『デューン 砂の惑星PART2』
特別コラボ企画プレゼント

左手掌の下から右手を抜き出
し、掌を上にして左手甲にのせる

右手５指で鼻をつまむ

© 2023 Legendary and Warner Bros. Ent. All Rights Reserved

映画『デューン 砂の惑星PART2』
キーチェーン【５名】

問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎申
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ねんりんピック目玉イベント
「地域文化伝承館」！ 

大会期間中、競技以外にも文化芸術や健康、グルメなど各世代で楽しめる
さまざまな催しが予定されています。
その一つ「地域文化伝承館」は、高齢者の豊かな経験・知恵・技術を生かし
たさまざまな地域文化を見て、感じて、体験できるイベントです。ステージ
では米子市のがいな万灯やがいな太鼓、倉吉市の関金田植え唄踊り、八頭
町の傘踊りや麒麟獅子舞等が披露されるほか、境港市の機織り体験や鳥
取市のミニ傘づくりなどの体験ブースも
出展されます。
入場無料で、誰でも気軽に多彩な地域
文化に触れられる貴重なイベントです。
ぜひお楽しみに！

■開催期間／10月19日（土）～21日（月）
■会場／米子コンベンションセンター

県からの
お知らせ 県職員・警察官を募集します

【警察官】

令和６年度の県職員・警察官採用試験を表のとおり実施し
ます。大学卒業程度(技術・専門職)の一部の職種では、短期
大学または高等専門学校卒業(見込み含む)の方が受験い
ただけるよう受験資格の変更を行いました。詳細はウェブ
ページに順次掲載する「受験案内」をご確認ください。

県人事委員会事務局
☎0857-26-7553　　  0857-26-8119F

申問

試験の種類 受験案内掲載 受付期間 １次試験日

Ａ（大学卒業（見込み）
者対象）(１回目) 5/12（日）3/1～4/122月下旬

9/22（日）7/26～8/26７月中旬
Ｂ（Ａ以外）(１回目)
Ａ・Ｂ（２回目）

【県職員】

試験の種類 受験案内掲載 受付期間 １次試験日

事務(一般・総合分野)、
技術・専門職、
警察行政

2月下旬

事務(キャリア総合)、
土木(早期枠) 5/12（日）3/1～4/5

5/12（日）3/1～4/5

6/16（日）3/1～5/16

高卒程度・短大卒程度 9/29（日）7/26～8/267月中旬

民間企業等経験者対象 10/20（日）8/9～9/277月下旬

障がい者対象 11/3（日・祝）8/26～9/17８月下旬

大
学
卒
業
程
度

智頭町新田相生会の人形浄瑠璃

氷河期世代チャレンジ枠

参加しよう！
もりあげよう！
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